
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立大砂土中学校 ）     学校番号 ２２９                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 「自ら学び考え 行動する生徒」        

目 指 す 学 校 像 「自ら学び続ける生徒の育成」を目指した「真の学び舎としての学校」        

          

重 点 目 標 

１ 真の学力の向上をめざした学習指導の充実 
２ 心身ともに元気で豊かな生徒を育成する生徒支援の充実 
３ 「地域とともにある学校づくり」をめざしたコミュニティスクールの推進 
４ 安心・安全な教育環境の整備と管理 
５ 教職員一人ひとりのよさや個性を活かした学校づくりの推進 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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[現状] 

〇令和６年度の学校評価生徒アンケートの結果では、

「授業の積極的な参加」に関する項目の肯定的回答と

「授業の理解度」に関する項目の肯定的回答はともに約

９０％であった。 

〇令和６年度全国学力・学習調査では、国語・数学の２

教科すべてが県・全国平均を上回っている。 

[課題] 

〇元気に明るく授業に参加している生徒が多いが、理解

においては確実な定着が課題である。さらに学校での

学習を家庭学習の定着に繋げたい。 

〇令和６年度全国学力・学習調査の結果では思考力や表

現力に課題が見られる。 

・情報端末を活

用した学びの

自律化 
 

①全国学力・学習調査について、生徒が

自己採点し、自らの学習状況を把握

できるようにする。 

②スタディサプリやデジタル教材を学校

や家庭において積極的に活用し、学

力を向上させる。 

①教育課程の実施状況 

②自己採点による生徒の学習状況の変容 

③ＩＣＴ機器を活用した授業の推進状況 

④学校評価の関連事項の回答結果 

学校評価職員アンケートの授業での情報端末の活用

に関する肯定的回答率は９７％、同内容の生徒のアン

ケートの肯定的回答の割合は９６％であった。それに

より全国学力・学習調査の結果を生徒が自己採点し、

自らの課題を把握することができた。またスタディサ

プリも朝学習にて実施することで、昨年度に比べると

活用率は高まり、学力向上に繋がった。 

Ａ 

スタディサプリをはじめ、デジタル教材の

活用を家庭での自主学習に繋げていきたい。 

ＩＣＴ機器の使用については新タブレット

の入れ替え時期を迎えるにあたり、管理方法

の徹底と情報モラル教育の強化について再度

見直しを図り、力を入れていく。 

 

〇子どもたちの長所をぜひ、伸

ばしてほしい。 

 

〇学力向上は重要であるが、子

どもたちも教員も本来の力が

発揮できるようにしてほし

い。 

・「大砂土中アク

ティブラーニン

グモデル」の授

業の実践 

・カリキュラム・

マネジメントに

よる学力の向上 

①アクティブ・ラーニング型授業の実践

を行い、主体的に学びに向かう力を育

成する。 

②各教科において単元ごとに振り返りを

行い、短いスパンで課題を発見するこ

とで学力定着に繋げる。 

①各教科の等の授業状況 

②単元学習の振り返り状況 

③学校評価の関連事項の回答結果 

 学校評価生徒アンケートの授業の理解度に関わる項

目では肯定的回答の割合が９４％であった。アクティ

ブ・ラーニング型授業により理解が深まっている部分

もあるが、学校評価生徒アンケートの授業中の発言や

発表に関する肯定的回答率は４２％であった。カリキ

ュラム・マネジメントにより、各教科の実態に合わせ

単元学習の振り返りを行い、学力向上に繋がった。 

Ｂ 

今年度の３年生の全国学力・学習状況調査

（国語・数学・理科）の平均正答率は全国を

やや下回る結果となった。授業の理解度と学

力の定着は別物であると捉え、今後授業改善

を行っていく。また同時に生徒の自信に繋が

る授業づくりにも着手していく。 
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[現状] 

〇令和６年度の学校評価生徒アンケートの結果では、

「学校は安心して勉強ができる」という項目の肯定的

回答は９５％、また、「悩みを相談できる教師や友人

の存在」に関する項目の肯定的回答は約９１％であっ

た。 

〇生徒支援部や教育相談部を中心に、集団生活や生徒

個々の課題について共通理解を図り、対応している。 

[課題] 

〇生徒は２校の小学校から入学してくる。小学校で構築

された人間関係から抜け出せない傾向がある。 

〇配慮を要する生徒への支援の在り方が求められる。 

 

・生徒一人ひと

りへのきめ細

かい支援や相

談体制の充実 

 

①心と生活のアンケートを各学期初めに

実施し、生徒全員の二者面談を全学

年で行う。 

②Sola-るーむの利用について明確な基

準を設け、個に応じた対応をする。 

①生徒の心身の健康状態に関する把握状況 

②教育相談の状況 

③配慮を要する生徒への支援状況 

④学校評価の関連事項の回答結果 

 学校評価生徒アンケートの教師のきめ細かい支援に

関する肯定的回答率は９２％であった。毎学期初めに

心と生活のアンケートを実施し、生徒全員対象の二者

面談を行い、一人ひとりと向き合う時間を確保するこ

とができた。また Sola-るーむ（自習室）の利用につ

いては基準を共有し、運用することができた。 

 

 

Ａ 

次年度も生徒一人ひとりに向き合う姿勢を

学校全体でさらに確立していく。また多様性

が叫ばれる中、配慮を要する生徒への支援を

学校がとこまで広げることができるかが課題

となる。関係機関との連携を深めながら対応

していく。 

 

〇学校は生徒のことをよく見て 

いる。 

 

〇大砂土中のオリジナリティが 

発揮されるとよい。 

 

 

・よりよい人間

関係の構築 

 

 

①１年生の「潤いの時間」に行われる

「人間関係プログラム」をはじめ、

他者とのコミュニケーション深める

活動を継続して行う。 

②スクールロイヤーによるいじめ防止等

に関する講義を実施する。 

①「潤いの時間」及び道徳の授業の取組

状況 

②生徒支援の状況 

③いじめ撲滅に向けての取組状況 

④学校評価の関連事項の回答結果 

学校評価生徒アンケートの他者への思いやりに関す

る肯定的回答率は９６％、相談できる人に関する肯定

的回答率は９０％であった。１年時での潤いの時間や

スクールロイヤーによるいじめ防止の講義、さらに道

徳の授業や学校独自のいじめ防止の授業等を実践する

ことで、安心できる教育環境が整備され、よりよい人

間関係に繋がったと思われる。 

 

 

Ａ 

毎週１回実施される生徒支援部会や教育相

談部会を中心に情報共有を行い、組織的な対

応を引き続き行っていく。また方策について

も学校での授業以外にもスクールロイヤーに

よる講義や人権研修会等、外部と繋がる取組

を積極的に取り入れていく。 
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[現状] 

〇学校運営協議会において、学校の教育活動に関して、

共通理解を図っている。また、学校と地域との関係性

について昨年度より熟議を重ねている。 

〇地域のボランティア活動等には興味を持つ生徒が比較

的に多く見られる。 

[課題] 

〇生徒の地域参加については地域との連携を深めながら

可能な限り範囲を広げていく。 

〇学校の教育活動については、引き続き工夫をしながら

外部発信したり公開したりする機会を考える。 

・地域との連携

を踏まえた教

育活動の充実 

①学校運営協議会を年間３回実施し、熟

議を通して地域との関連性を深める。 

②地域からのボランティア活動等の情報

提供を積極的に生徒へ行う。 

③地域の方を講師とする伝統の体験出前

講座を確実に実施する。 

①学校運営協議会の開催状況 

②保護者・地域との連携状況 

③学校評価の関連事項の回答結果 

 

 学校運営協議会を年間３回実施した。第２回におい

ては、教育環境の整備を議題とし、直接校内を見学し

た結果、地域からの協力等の方策案を提案していただ

き、共同の場となった。地域からのボランティア活動

については生徒へ情報提供行ったが割合はまだ高くは

ない。伝統となる体験出前講座は今年度も生徒の貴重

な体験の場となった。 

Ｂ 

次年度も引き続き、学校運営協議会での熟

議の議題を明確にし、様々な御意見をいただ

きながら、地域の共同の場の一つとしたい。 

特に学校（生徒）が地域に還元できるよう

なボランティア活動の取組の実現に向けて考

えていく。  

〇地域として、中学生との関わ

り・接点をどう持つか、工夫

していきたい。 

 

〇校内外の美化について地域で

も関わりを考えていきたい。 

 

〇小・中の連携で学習面の取組

や生徒指導の充実を図りた

い。 

・積極的な教育

活動の公開 

①学校公開週間を年間３回実施し、保護

者を中心に学校の様子を公開する機会

とする。 

②学校だより等を通して生徒の活動の様

子を家庭・地域に発信していく。 

①教育活動の公開の取組状況 

②ＰＴＡとの連携状況 

③学校評価の関連事項の回答結果 

 

学校行事においてはＰＴＡとの連携により、円滑に

開催することができた。また学校公開週間を年間３回

計画し、２学期は感染症により中止となったが、３学

期は新入生保護者も対象とし、公開範囲を広げること

ができた。 

Ａ 

学校行事については次年度もＰＴＡと連携

を図りながら円滑に実施していく。また今後

も学校公開週間の公開範囲を見直すと共に学

校だより等を通して学校の教育活動の様子を

発信していく。 
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[現状] 

〇令和６年度の学校評価生徒アンケートの結果では、

「安全配慮」に関する項目の肯定的回答は９３％であ

った。 

〇有事に備え、年度当初に行う集団下校訓練は小学校と

連携して実施している。他の訓練についても計画的に

行っている。また、ＰＴＡの協力の下、清掃活動や植

物を植えるなど、校内の環境美化に当たっている。 

［課題] 

〇危機管理においては教職員の意識が常に高い状態であ

るように安心安全な教育環境づくりを行っていく。 

〇「物を大切にする心の育成」を行っていきたい。 

・安心安全な生

活の実現に向

けた意識の向

上 

①学校における様々な訓練（避難・集団

下校・シェイクアウト・竜巻・不審者

対応等）を計画的に行う。 

②危険箇所を発見したらすぐに報告する

指導を徹底させる。 

①訓練の実施状況 

②安全教育の推進状況 

③学校評価の関連事項の回答結果 

 

学校評価生徒アンケートの安全に関する肯定的回答

率は９７％、安全への意識は高く、様々な訓練は大き

く影響していると思われる。また学校評価職員アンケ

ートでは、指導を含め、危険箇所や破損個所に関する

肯定的回答率は９２％であった。今年度は劣化を除

く、ガラス等の破損件数は現段階で１件である。 

 

 

Ａ 
 

有事に備えた訓練の重要性を指導し、次年

度も各訓練を行っていく。また危険箇所や破

損箇所を発見したら、すぐに報告することに

ついて生徒への指導を徹底する。さらに限ら

れた清掃時間において集中箇所を指示するな

ど、清掃指導の改善を行う。 
 

〇生徒の作品、活躍の場面、呼

びかけ等の校内掲示が工夫さ

れている。 

 

〇安心・安全に関しては、現状

を周知してもらい、教育委員

会の支援をさらに得ることは

できないものか。 

・教育環境を通

した心の育成 

①校内掲示を計画的に行い、教育的効果

のある掲示を行う。 

②道徳の時間や普段の学校生活のあらゆ

る場面を通して感謝の心を育成させる

取組を行う。 

①校内掲示の取組状況 

②道徳の授業を中心とした心の教育の取

組状況 

③ＰＴＡとの連携状況 

④学校評価の関連事項の回答結果 

 校内掲示については、職員室前には、時期に応じた

生徒の活動の様子が分かる写真の掲示、階段踊り場に

は月ごとに合わせた有名な詩が毛筆で掲示さており、

生徒の興味・関心が高まった。また学校職員評価アン

ケートの道徳の授業に関する肯定的回答率は１００％

であり、生徒の心の変容を見取ることができた。 

 

 

Ａ 

教職員の危機管理の意識についてはまだ意

識の高さに個人差がある。同時に「物を大切

にする心の育成」についても教職員が共通理

解を図り、指導に当たることが必要である。    

掲示については、生徒作品を多く取り入れて

いきたい。 
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[現状] 

〇教職員の年齢構成のバランスはよく、教員経験年数の

平均は比較的高い。 

〇令和６年度の学校評価教職員アンケートの結果では、

「教職員の一人ひとりの個性を活かした学校づくり」

に関する項目の肯定的回答は７５％であった。 

〇令和６年度の学校評価教職員アンケートの結果では、

ＩＣＴ機器の授業の活用率は約９０％であった。 

[課題] 

〇教職員の業務への負担感を軽減させることと、経験年

数の少ない教員への指導方法の継承が課題である。 

〇ＩＣＴ機器の授業での有効活用がさらに求められる。 

・教職員の指導

力の向上と組

織力の確立 

 

①研究推進委員会を中心に学校課題研究

に向けた校内研修を計画的・組織的

に行う。 

②日頃より関係事案について共通認識を

図り、資質向上に関わる校内研修を

年間４回以上行う。 

③若手教員の社会人教育研修を行う。 

①教職員の資質向上に関わる研修状況 

②研修受講奨励の実施状況 

③ＩＣＴ機器を活用した授業の推進状況 

④学校評価の関連事項の回答結果 

令和６年度から８年度までの３年間の市の研究委嘱

を受け、研究推進委員会を中心に道徳に特化して研修

を進めてきた。その結果、教職員の共通理解が深ま

り、よい人間関係が構築できたと思われる。また教職

員の資質向上研修を若手教員の社会人教育研修を含

め、現時点で５回行い、資質向上に繋がった。また学

校評価職員アンケートの職員の個性や良さに関する肯

定的回答率は８５％であった。 

Ａ 

来年度本校では、市の委嘱『「個別最適な

学び」と「協働的な学び」の一体的な充実』

と市教育研究会研修大会の道徳部会の２つが

研究発表予定である。ＩＣＴ機器をさらに有

効活用した授業実践を目標とし、また教師と

して備わっていなければならない資質と指導

力について組織を上げてさらに向上させてい

く機会とする。  

〇学校運営に一生懸命に取り組

んでいる姿勢を高く評価す

る。 

 

〇今の教育の現場は、やること 

 が多くて大変だが、教職員は 

 健康第一で頑張ってほしい。 

・風通しのよい

職場環境の構築 

①適切に勤務体制を管理する。 

②教職員の放課後の時間を確保する。 

③報告・連絡・相談・見届けを徹底する

とともに互いの声掛けを行う。 

④会議等を勤務時間内に終了させる。 

①会議等の効率化の状況 

②ＡＩ採点ツール等の活用状況 

③学校評価の関連事項の回答結果 

学校評価職員アンケートの職員の個性や良さに関す

る肯定的回答率は８５％、教員等の勤務に関する調査

では「風通しの良い職場」に関する肯定的回答率は約

９０％であった。また会議等を定時に終了させる等、 

業務負担軽減や職員の放課後の時間の確保を意識する

などし、比較的ゆとりのある勤務体制が整えられた。 

Ａ 

ＡＩ採点ツール等の活用が業務の負担軽減

に繋がった。次年度も活用の幅を広げてい

く。また教職員間の人間関係は良好であり、

各主任を中心に経験年数の少ない教職員への

指導・助言がされていたが、何度も繰り返し

伝えていくことが重要である。 

 


